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セトニトリルを含む場合， 2 アノレコー ノレを含む場合， 3. 7ノレコールとアセトニトリルを含む場合に
分けて適用L，会合溶液モテリレの展開を試みた。そして混合熱に対してこの会合溶液モデルの適用性を
明らかにした。さらに，混合熱に対して適用性が明らかになった会合溶液モデルをアルコ ーノレ，アセト
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ニトリルを含む気液，液々平衡データに適用して，その有用性を明らかにした。
論文の審査結果の要旨
本研究は混合溶液の熱力学的特性値の 1つである混合熱に着目し，アルコールおよびアセトニトリル
を含む溶液の混合熱を，実験と理論の両面より扱ったものである。
混合熱の測定としては等温連続希釈型カロリメータを使用し，会合性成分であるアルコールおよびア
セトニトリルを含む溶液を中心に， 2成分系混合熱13系およびこれらを構成成分とする 3成分系混合熱
12系について精度の高いデータをえているO
混合熱の解析としては化学的寄与と物理的寄与からなる会合溶液モデルを提出し，ニトリルおよびア
ルコールについて環状会合，鎖状会合などの様式と会合定数を導入し，場合によっては異種分子閉会合
も考えて， 2成分系および3成分系混合熱データの良好な表現に成功している。
さらにまた，混合熱データの解析に用いた会合モデルと会合定数をアルコールやアセトニトリルを含
む溶液の気液平衡，液々平衡の文献データに適用して，その解析にも成功している。
これらの研究成果は会合性溶液の基礎研究として数多くの新しい知見を与えており，化学工学の発展
に寄与するところが少なくない。よって本論文は博士論文の価値あるものと認めるO
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